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♦研究室概要 
 私たちの研究室は、RNA生物学と神経科学を融合した新しい学問領域の開拓を行っている教室です。RNA編集

やメチル化などのRNA修飾解析といったRNAの基礎研究に力を入れています。特に最近は、左巻きZ型RNAの生

物学的意義の解析に注力しており、世界を牽引しています。そして、こうした成果を深掘りすることで様々なRNA
の発現・機能異常が、どのようなヒトの病気と関連するのか解明することを目指しています。RNA編集の異常は、

自己炎症性脳症、神経変性疾患とも密接に関連しています。私たちは、こうした病態の解明に向けて、培養細胞

からモデルマウスまであらゆる生体材料を駆使して研究を行っています。また、従来のウエット実験に加え、次

世代シーケンサーから生み出されるデータの解析が不可欠です。私たちの研究室には情報解析室とRNAバイオイ

ンフォマティクスを専門とするスタッフも所属しており、シングルセル解析や空間トランスクリプトーム解析な

ど最先端の技術を活用した研究を精力的に行っており、ウエットからドライ実験までを一貫して解析できる体制

を構築しています。 
 当教室に所属する学生は早い段階から個別の研究テーマを持ち、主体的に研究を展開できます。卒業生の中に

は、日本学術振興会育志賞や、本学山村賞を受賞した学生もおり、卒業後も活躍しています。新しい切り口から

難病の解明に挑んでみたいと思う意欲的な方は、いつでも私たちの研究室を訪れてみてください。 
♦現在進行中の研究テーマ 
1) RNA編集・修飾の生理的意義の解明 
2) 左巻きZ型RNAの生物学的意義の解明 
3) RNAバイオインフォマティクス 
4) モデル動物を使った脳神経疾患病態解明と治療法の確立 
♦ラボメンバー (R8年4月時点 16名) 
スタッフ５名、博士課程３名、修士課程３名、技術職員４名、事務職員１名 
（外国人５名、スタッフ２名はバイオインフォマティクス専任教員） 
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